
　ゲームでは攻略法を、読書なら要約を、ドラマや映画

は倍速視聴で……。いつからでしょう、こんなふうに

直線的に答えを求めるようになったのは。「タイムパ

フォーマンス」という考えに絡めとられ、いかに短時間

で結果を得るかを重視する。もちろん、効率性は大切。

でもそれって、もうAIがしてくれることなのかも――。

　人間とAI、それぞれの“強み”をかけあわせて生きて

いく時代。2023年時点、人間にできてAIにできない

ことは、感情を持つこと、感じること、それをもとに

創造することだと言われています。それならば、今の

私たちが目を向けるべきは、感情を大切にしながら創造

する芽を育むことだと思いませんか。ココロが動く時、

ヒラメキが生まれる瞬間。それはきっと、時間を忘れて

夢中になる、自分が想像もしなかったことに出あい、

思考を巡らせる、そして周囲と響き合って考えを深

める――そんな“寄り道”の中にあるもの。

　結果に目を向けるだけではなく、そこに至るまでの

プロセスをいかに豊かなものにできるか。子どもたちが

力強く未来を歩むヒントは、このプロセスにこそあると

日能研は考えます。

　そしてまた、この“寄り道”がどれだけ贅沢なものに

なるかには、保護者の関わり方が大切、とも。子ども

にとって一番身近な存在だからこそ、誰よりも長く関

わっているからこそ。お互いにありのままの感情を表す

ことができる。思ったこと、考えたことを素直に表現

することができる。

　保護者の皆さん、お子さんと過ごす中でどれだけ

“寄り道”の時間がありますか。感情の共有をしていま

すか。「対話」、していますか。

　対話と会話に関する文章を読んで、会話ではなく

対話したいと思う関心事と、その関心事についての

意見を書く――フェリス女学院中学校の入試問題です。

　話を楽しむ、よい関係を保つことを目的とする

「会話」とは異なる「対話」。ある事柄をどう感じ、

考え、そこから何を見いだしていくのか。プロセスを

話し合い、受け取り合い、認め合うことで、さらに

新たな感情や創造が芽吹く。未来を生きる“人間と

しての強み”を、また一つ獲得できる……。

　日能研の全国テストでは、そんな「対話」につな

がる記述問題をたくさん出題します。「あなたはどう

考える？」「自分の言葉で表現して」。知識量だけを

測るのではない、知識も使って“私”を表現する問い。

テスト時間中、それらの問いと一人でじっくりと向かい

合う子どもたち。テスト後は、〇や×がつく前の答案

用紙をその場ですぐに受け取り、持ち帰ります。正誤と

いう結果にとらわれず、子どもの感情や考えが“ナマ”

の状態であらわれている答案です。さあ、ここからは

親子の時間。この“ナマ答案”を使って、「対話」を始め

ましょう。子どもと同じ問いに一人の人間として向かい

合う。“私の”考えも子どもに伝える。「あなたはこう

思ったんだね」。「そうか、ここが気になったから、こう

いう考えになったんだね」。「私はこう思うのだけど、

あなたはどう思う？」。

　測られた結果を“褒める”のではなく、「対話」を

通してプロセスを“認める”。このような時間と経験の

積み重ねによって、子どもは“寄り道”の面白さや楽しさ

を知るでしょう。そうすれば、次はもっと考えたくなる、

伝えたくなる。「ねえねえ、聞いて、今こんなことを

思ったんだけど」。――そこからまた、新たな「対話」

が生まれる。

　〈日能研全国テスト〉は、同じ問いと向かい合った

『仲間の記述例』を見ながら、さらに自分の学びを

育てていけることも特長の一つです。仲間と、親と、

“私”の周りのあらゆる存在と、テストを通して「対話」

する。「対話」がもたらす学び。プロセスの豊かさ、

大切さ。ぜひ体感してみてください。

親子という関係を超えて、
一人の人間として互いの考えを受け取り合う。
プロセスから生まれるものに目を向ける。

企画・制作 朝日新聞社メディア事業本部

日能研経由、私学へ。――そして未来へ。

www.nichinoken.co.jp〈全国テスト〉のお申し込みは、日能研公式ウェブサイトまで。
詳細・お申し込みはこちらからも

◆保護者会は、テストをお申し込みの保護者のみなさまにご参加をお願いしています。
◆学校行事などでご都合がつかない場合は、どうぞお気軽にご相談ください。別日程のご案内が可能です。
◆一部、実施要項が異なる場合があります。詳しくは、日能研公式ウェブサイトまで。
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“寄り道”から見つかるもの

“認める”という感情の共有

「忙しい現代人」と言われて久しい中で、子どもとしっかり向き合いたいと思いながらも、その時間をとることは難しいのが現実。何から、どう始めればいいのか……。
そんな保護者への提案として、テストを一つのきっかけにして、親子の関わりを深める方法があると言います。

それはどのようなことなのか、朝日新聞「わかるわかる運動」が日能研に聞いてみました。

テストを介して親子で「対話」するって？

［科目］2科目（国語・算数）　［時間］1回目9：00集合／２回目13：00集合　［会場］お近くの日能研各校

※日能研では〈DI（デジタルイメージ）学習支援システム〉で、子ども

たちの学びと成長をサポートしています。

詳しくは　https://www.nichinoken.co.jp/learning/concept/di/

日能研 全国テスト 小学３年生の答案例
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